研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　南山苑　　　　職　種　介護福祉士　    　　氏　名 田ノ上　愛子

	期　　間　平成28年9月27日（火）～平成28年11月8日（火）

	出張目的　キャリア段位制度　アセッサー講習

	出 張 先　青森慣行物産館アスパム　4階十和田

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


≪全体所感・考察≫

　今回の「介護プロフェッショナルキャリア段位制度」を受講し、介護基本となる基礎介護技術（食事・入浴・排泄・移乗移動介助）と感染症対策、地域包括ケアシステムへの取り組みなど、ｅラーニングを通し、改めて再度確認する事が出来た。

又この制度は、介護職員の実践スキルを評価するとともに、実践スキルとして「できない」と評価された項目を確実に「できる」ようになるまで継続的にOJTを繰り返し、介護職員の資質向上を図っていくことを目的としている。

キャリア段位制度の意義、アセッサーの役割など、ｅラーニングや講義を受け受講前よりも理解することができた。

集合学習の内容にもあったように、アセッサーの役割を十分に理解するとともに、評価項目について、根拠となる詳しい記録（被評価者が納得できる記録と第三者へ伝わる記録）の書き方が難しかったが、OJTを通し、今後の人材育成に取り組んでいきたい。

●ｅラーニング・トライアル内部評価課題実施

期間：平成28年9月27日（火）～平成28年11月7日（月）

ｅラーニング：アセッサーの基礎学習

・介護キャリア段位制度の概要

・評価者（アセッサー）の役割と評価と手順

・介護キャリア段位制度による「できる（実践的スキル）」の評価

　　・介護キャリア段位制度を活用したOJTの推進

　トライアル評価：アセッサーとなった後に実施する内部評価について、トライアルとして課題実施。

●集合学習：平成28年11月8日（火）9：30～17：00

　講習内容

　１）介護キャリア段位制度の意義

　　　　　　兵庫県立大学大学院経営研究科教授

　筒井　孝子氏

　介護人材を巡る現状として、「仕事のわりに賃金が安い」「業務に対する社会的評価が低い」など、自らの業務に対する評価が低いという不満を抱えている。しかし、介護職員の多くは、「利用者に適切なケアが出来ているか」「介護事故で利用者に怪我を負わせてしまうのではないか」といった「自分の介護スキルに対する不安」を感じている。

　これらの経口を勘案すると、業務に対する適切な評価に応じたキャリア・アップの仕組みが構築されていないことが考えられる。業務経験を積み重ねるごとに、スキル・やりがいが段階的に向上し、処遇改善の材料につながっていく仕組みが構築されていないことが、介護職員の定着や新規参入が進まないことの要因の１つと考えられる。こうした事態改善を目的として、介護キャリア段位制度は創立された。

　２）評価者（アセッサー）の役割

　公益社団法人日本海後福祉士会

前名誉会長　田中　雅子氏

1. 評価基準に照らして客観的で公正な評価を行う。

2. OJT指導者として被評価者へ指導を行い、被評価者のスキルを向上させる。

　３）トライアル評価を用いた演習

横浜創英大学看護部長教授

田中　彰子氏

国立保健医療科学院研究員

大夛賀　政昭氏

　介護の基本理念

· 尊厳の保持（自己決定の尊重）

· 自立支援

· 安全

· 根拠に基づくケア

· 生活の継続

　これらの理念に基づいた適切な介護技術の提供

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　「記録」に現れる

　できるの事実は記録に反映される！！

　何の為に記録をするのか？

· 被評価者への評価の根拠の説明となる

· 介護の質の向上に繋がる

· 事業所としてのリスク管理に繋がる

· 説明責任（アカウンタビリティ）に繋がる

· チームケアに役立つ

· 利用者中心の介護（セルフケアや自立支援を含む）

　４）評価項目の理解（認知症ケア・地域包括ケアシステム）

＜認知症ケア＞

公益社団法人日本海後福祉士会

前名誉会長　田中　雅子氏

＜地域包括ケアシステム＞

兵庫県立大学大学院経営研究科教授

　筒井　孝子氏

· 地域の一員として、専門職としてできることは？

· 関わる利用者の為だけでなく、地域住民の方々と共に行う事ができる仕組みとは？

· ウ住民の心身機能やQOLの向上のために必要な取り組みはたくさんある。

　住み慣れた地域において、介護や医療サービスを受けつつも、自分らしい暮らしを最期まで続ける事が出来るよう、地域の自治体や医療関係、介護事業所、他施設等と定期的な会合を持ちながらネットワークを構築しておくことが必要。

　５）介護キャリア段位制度を活用したOJTの推進

公益社団法人日本海後福祉士会

前名誉会長　田中　雅子氏

　取り組みのコツ

· チーム内での取り組みについて、説明・意識付けを十分に行う

· チームにおいて介護キャリア段位制度の評価項目の理解を浸透させる

→テキスト「評価項目」をチーム内で配布

→付録　チェックシートを配布

· 介護職員の個性、個人を尊重したOJT指導計画を立てる

　OJTの取り組みを成功させる為のポイント

　　なぜこのケアが正しいのか？何が大事なのか？

　　→日常的に介護スキルについて、考える文化をもったチームを作る

　

　　チーム、チームリーダー同士、管理者適切な介護技術を提供することについて、日々「考える」「話し合う」→チーム作りが大切

　６）演習総括・確認テスト（演習終了の為のテスト）
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